
拡大キックオフ
2023年度人財拡大概要説明

• 一般社団法人宮崎青年会議所

• 2023年度 人財グループ

• 人財拡大委員会 予定者委員長 椎葉 哲也



【拡大期間】
2022年10月21日(金)～2023年03月31日(金)

【期間内訳】
前期拡大期間
2022年10月21日(金)【拡大キックオフ】

～2022年12月24日(土)【事務局納め】

中期拡大期間
2023年01月01日(日)～2023年02月28日(火)

後期拡大期間(予備期間)
2023年03月01日(水)～2023年03月30日(木)



【拡大目標人数】 40名
【拡大目標内訳】

10月～12月 20名

01月～12月 20名





■事業の概要
現役会員に理念浸透の提供を行いながら
2023年度の新入会員を拡大するための事業です。

■基本方針
「理念共感拡大に関する事項」
JCI日本の理念共感拡大グランドデザインを基軸として構築します。

「会員拡大目標に関する事項」
理念共感におもきを置き、拡大目標を40名と設定します。



理念共感拡大
グランドデザインとは



原点から現在までのＬＯＭ数、会員数
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過去１０年間の会員数推移
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宮崎青年会議所の過去9年間の会員数推移



（１）理念教育システムの再構築

（２）行動化のための良質な情報の共有

（３）多様性のある組織の確立

【重点目標】

理念が浸透した組織を目指した５カ年計画

理念共感拡大グランドデザイン



年度 ２０２１年 ２０２２年 ２０２３年 ２０２４年 ２０２５年

ＳＴＥＰ

目指す状態
理念共感拡大の必要性及び
組織における理念浸透の現
状を認識する。

JCの理念を理解し、理念に
共感したメンバーがJCとは
何かを他者へ説明できるよ
うになる。

理念を日常の行動や事業
構築で意識しており、全国
各地で具体的な運動として
展開されるようになる。

理念が具体的な運動として
展開されることで地域をよ
り良くする変化が各地で実
感されはじめ、JC運動に共
感が集まりだす。

JCが世の中で最も必要な組
織であることが認識され、
理念に共感した多くの青年
がJCに入会することで、社
会をより良く変化させる
ムーブメントが全国各地で
起きる。

主な施策
理念共感拡大
グランドデザイン策定

会員育成計画策定普及
双方向の情報共有システム
JAYCEE STUDIES
プロモーター育成

会員育成計画策定普及
双方向の情報共有システム
プロモーター育成

会員育成計画策定定着
プロモーター育成

プロモーター育成

浸透率

理念浸透率 理念浸透率 理念浸透率 理念浸透率 理念浸透率

７０％ ８０％ ９０％ １００％

策定 理念浸透
理念に忠実な
運動の展開

理念共感拡大
による会員
拡大に挑戦

理念共感拡大
による会員
拡大に成功

理念共感拡大グランドデザイン ５ヵ年ＳＴＥＰ



現状の問題点 解決策

誰もが活用できる

教育システムの再構築

ＪＣとは何かを

他者へ説明できる会員の減少

平均在籍年数…４年２ヶ月

新入会員セミナー未開催ＬＯＭ…４０%

セレモニーの意味を理解している…３８％
（クリード、ミッション、ビジョン）

各種コンテンツの組み立てと有効活用
（JCプログラム、アカデミー等々）

ＪＣとは何かを
説明でき行動できるようになるための教育

重点目標（1）理念教育システムの再構築



現状の問題点 解決策

理念に忠実な個人・組織・運動に

焦点を当てた情報共有

理念を体現した情報が

行き届かない

？

情報共有の仕組みが構築されていない

どこで情報が集約されているのか分からない

特定のメンバーへの情報共有により伝達されない

情報のプラットフォーム構築

双方向の情報共有が可能な仕組み構築

所持から共有へ、伝達から公開へ

重点目標（2）行動化のための良質な情報の提供



現状の問題点 解決策

多様な価値観を受け入れる

寛容な組織風土の醸成

個性の輝きよりも

協調性を重んじる組織

目的を見失った慣例

上下の関係に縛られた組織構造

「あるべき論」を押し付けられ思考停止

常に最上位の目的に立ち返る

個性を活かしたチームマネジメント

違いを価値変える文化の創造

重点目標（3）多様性のある組織の確立



（１）理念教育システムの再構築

（２）行動化のための良質な情報の共有

（３）多様性のある組織の確立

【理念共感拡大グランドデザイン 重点目標】



■会員拡大の手法に関する事項

①グループ別人財拡大目標共有シートの作成
②拡大部長の選定
③有力者リストアップシートの作成
④各種会議の設置
ⅰ)人財拡大会議
ⅱ)委員会訪問拡大会議



■会員拡大の手法に関する事項
①グループ別人財拡大目標共有シートの作成



■会員拡大の手法に関する事項
(1) 実施体制の整備
③有力者リストアップシートの作成

名
前

会社
連
絡
先



■会員拡大の手法に関する事項
(1) 実施体制の整備
④各種会議の設置
ⅰ)人財拡大会議（月に一回）
ⅱ)委員会訪問拡大会議（月に一回）



■人財拡大目標達成への実施手法
①新入会員候補者へ向けた交流会（異業種・同業種）の実施
異業種交流説明会・同業種交流説明会

※写真 プロモーター研修風景
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